
この冊子では、返還の必要がある奨学金について説明しています。

2025年度在学者用

（大学・短期大学・専修学校専門課程）

2025年度（令和7年度）４月1日

在学中に奨学金を希望する皆さんへ

無利子貸与奨学金（定期採用・緊急採用）

第一種奨学金 第二種奨学金
入学時特別増額貸与奨学金

有利子貸与奨学金（定期採用・応急採用）

貸与奨学金案内

奨学金確認書兼
地方税同意書

別途、学校から受け取ってください

※本学での申込において特に重要な箇所を記載しています。よく確認してください。

・「スカラネット入力下書き用紙」はこの奨学金案内と同じ本学webサイトに掲載しています。 
・「奨学金確認書兼地方税同意書」は申込書類として配布します。 
本学webサイトに掲載している「日本学生支援機構奨学金申込要領」で確認してください。
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【本冊子の用語】
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・「スカラネット入力下書き用紙」はこの奨学金案内と同じ本学webサイトに掲載しています。 
・「奨学金確認書兼地方税同意書」は申込書類として配布します。 
  　本学webサイトに掲載している「日本学生支援機構奨学金申込要領」で確認してください。



●奨学金の申込みから返還開始までの流れ

本冊子で説明している内容をピックアップ

16
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申込は入学時に限ります



貸与奨学金（借入金）について

（1） あなた自身が「借りる」
（2）

学資として必要となる適切な金額を選んで申し込んでくだ
さい。

（3） 返還義務もあなたにあります。
（4）

（5）

（6）

はじめに 貸与奨学金を希望する皆さんへ

　この冊子をよく読んで、貸与奨学金制度について理解したうえで申込みを行ってください。
　また、父母等あなたの生計を維持している方にもこの冊子を読んでもらい、貸与奨学金制度の内容及びあな
たが奨学金を利用することについて理解してもらってください。

　この冊子では、大学等へ進学後に大学等の窓口で申込みを行う在学採用について説明しています。
　貸与奨学金(借入金)には返還の必要があります。
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1  貸与奨学金の種類と貸与額

振込時

7
3

（1）第一種奨学金

【2018年度以降入学者の貸与月額】

【2017年度以前入学者の貸与月額】

第１部 貸与奨学金制度の概要
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申込は入学時に限ります。

（1）第一種奨学金

【2018年度以降入学者の貸与月額】



【給付奨学金（2019年度以前採用のものを除く）受給中の第一種奨学金の貸与月額】

給付奨学金の支援区分等に応じて第一種奨学金の貸与月額は下表のとおり調整されます。

なお、給付奨学金と第一種奨学金が同月に採用
となる場合は初回振込から併給調整がかかります。第一種奨学金が採用となった後に給付奨学金が採用となる場合は、併給
調整後の振込額で精算処理（相殺）を行いますが、精算処理ができない場合（調整後月額が０円の場合等）は諸規程の定めに
基づき、貸与終了後に返還することになります。
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給付奨学金（2019年度以前採用のものを除く）受給中の第一種奨学金の貸与月額

給付奨学金の支援区分等に応じて第一種奨学金の貸与月額は下表のとおり調整されます。



（2）第二種奨学金
２万円から12万円まで

7 （2）

（3）入学時特別増額貸与奨学金（一時金）
10万円から50万円まで

【多子世帯支援拡充の対象者に係る第一種奨学金の利用可能額】 
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【多子世帯支援拡充の対象者に係る第一種奨学金の利用可能額】 

（2）第二種奨学金
２万円から12万円まで



2  対象校

3  貸与奨学金の申込資格

留年中等の人

過去に奨学金を受けたことがある人

12

債務整理中の人

外国籍の人

［在留資格による申込資格の可否］
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貸与奨学金の申込資格



4  募集時期と貸与期間

　申込期限を在学校に確認し、必ず期限内に申込みを行ってください（申込期限は裏表紙の「おぼえ書き」に記入して
ください）。

（1）定期採用
春（４月～一次採用）及び秋（９月～二次採用）に、

（2）緊急採用・応急採用

（3）修業年限の考え方
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（参考）長期履修学生の貸与期間について

5  貸与奨学金の選考基準

（1）学力基準

上記 の基準を満たさない場合であっても、生計維持者の であ
る者、生活保護受給世帯の者又は社会的養護を必要とする者（児童養護施設等入所者、
里親による養育を受けている者等）であって、次のア又はイのいずれかに該当する者。

1
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貸与奨学金の選考基準

（1）学力基準



（2）家計基準

【参考】収入・所得の上限額の目安
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（2）家計基準



［入学時特別増額貸与奨学金（一時金）　］

公庫が定める「国の教育ローン」の要件

3

猶予年限特例制度

家計基準に該当するか調べたい方へ
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［生計維持者］

生計維持者となる人の例

詳細は機構のホームページに掲載の「生計維持者について」「生計維持者に係るＱ＆Ａ」を確認してください。
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【生計維持者確認チャート】

① ② ③ ④

父母２名ともにいる

・離婚によるひとり親家
庭である

・父又は母と死別した

・父又は母は行方不明、
絶縁状態である

・父又は母は意識不明、
意思疎通不可である

父母２名

以下のいずれかに
あてはまる 父母ともに死別

（絶縁）している

（父母の状況に
かかわらず、）
あなたは社会的
養護を必要とする

父又は母1名 主に支援を
している１名

あなた１名
（独立生計者）
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6  貸与奨学金の交付

（1）取扱い金融機関

（2）奨学金振込日

4 １

11
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　7　 利率

（1）利率の算定方法

5 （8）

（2）増額貸与利率の算定方法

（3）利率の算定方法の変更手続き

（4）貸与が終了した後に適用される利率について
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（1）利率固定方式における返還の概略図 （2）利率見直し方式における返還の概略図

　8　 元利均等返還

9 （2）

5 （8）

元金分

利子分

20年15年10年5年

額
還
返

額
還
返

20年15年10年5年

元金分

利率の上昇 利率の下降 利率の上昇

利子分

9
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機関保証制度（保証料が必要）のみ

9 （2）

5 （8） 5 （8）

　 9 　 返還方式
（1）返還方式の種類と概要
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（2）「定額返還方式」の割賦方法の選択

（3）返還方式の変更（第一種奨学金のみ）

人的保証制度を選択していた場合は、機関保証制度への変更手続きを同時に行

うことが必要です。その際、保証料の一括での支払いが必要となります。

貸与期間が終了する年度の一定の期間まで変更することができます（貸与終了

後は変更できません）。

10 11 12 １ ２

10 11 12 １ ２

６ ７ ８ ９

６ ７ ８ ９

毎月の返還のイメージ
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　10　 個人信用情報の取扱いに関する同意

【個人信用情報機関への登録の流れ】

日本国際教育支援協会

日本学生支援機構

全国銀行個人信用
情報センター
　　[銀行系 ]

学校
奨学生
（返還者）

１．申込み～採用決定、振込

２．返還開始～延滞発生

用利の報情用信人個るよに員会 ．３

４ 機関保証制度加入者の例（延滞が続き、代位弁済となっ
た場合）
 ．

５．人的保証制度加入者の例（延滞が続き、法的手続きが行
　　われ、強制執行となった場合）
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【個人信用情報の取扱いに関する同意条項】
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11  保証制度

11 人的保証制度（1）

11 人的保証制度 （4）

保証の変更について

【機関保証制度】
（1）制度の概要

9 （1）

この「返還誓約書」を定められた期限までに提出できない場合は、採用を取り消
すとともに、振込済の奨学金の全額を速やかに返金していただくことになります。

（2）保証範囲と保証期間

（3）保証料

3
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この「返還誓約書」を定められた期限までに提出できない場合は、採用を取り消
すとともに、振込済の奨学金の全額を速やかに返金していただくことになります。



（4）保証の申込みから奨学金の貸与・返還まで

（5）保証料の返戻

（6）機関保証と返還

（7）保証機関（協会）による保証債務の履行（代位弁済）及び求償権の行使

学 校

日本国際教育支援協会
（保証機関）

日本学生支援機構

奨学生
本人

（返還者）
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【人的保証制度】
（1）制度の概要

「返還誓約書」（57ページ 3 参照）を定められた期限までに提出できな
い場合は、採用を取り消すとともに、振込済の奨学金の全額を速やかに返金していただくことになります。

（2）連帯保証人・保証人の役割
�

�

（3）必要な手続き
（4）

（4）連帯保証人・保証人の必要書類（「返還誓約書」提出時）

（5）連帯保証人・保証人の選任条件
①連帯保証人の選任条件　【原則、父母】
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詳細は，1月下旬頃，採否決定通知と併せて通知します。（「返還誓約書」提出時

「返還誓約書」（57ページ 参照）を定められた期限までに提出できな3
い場合は、採用を取り消すとともに、振込済の奨学金の全額を速やかに返金していただくことになります。



②保証人の選任条件　【原則、おじ・おば・兄弟姉妹等】
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（5）

「返還保
証書」及び資産等に関する証明書類の提出が必要となります。必ず事前に、その人の収入・所得や資産に関する証明書

　　　　　　　　　　　　　　　　　連帯保証人・保証人の選任条件の例外

類により基準を満たすことを確認してください
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学校区分：大学（学部）、短期大学、専修学校専門課程

全ての学校区分を通じて
各々の学校区分において

12 再貸与
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第２部 申込手順等

1

　1　 申込みの流れ

（1）申込関係書類の受取り

（4）スカラネットによる申込み

（2）選択事項（貸与月額、振込口座、利率の算定方法等）の決定

項目 参照ページ 項目 参照ページ
奨学金の申込情報
奨学金の貸与額
奨学金振込口座

32ページ●奨学金申込情報
6～8ページ　　 参照
16ページ　　 参照

利率の算定方法
保証制度
返還方法

17ページ　　 参照
23～28ページ　　　参照
19～20ページ　　 参照9

1
6

7
11

（3）「スカラネット入力下書き用紙」の記入、33ぺージに記載の必要書類の準備
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申込手順や必要書類の詳細は，この奨学金案内と同じ本学webサイトに掲載の「申込要領」
及び「申込書類確認票」を確認してください。 

「スカラネット入力下書き用紙」はこの奨学金案内と同じ本学webサイトに掲載しています。



（5） スカラネット入力完了

（6）インターネットによるマイナンバーの提出

（7）「奨学金確認書兼地方税同意書」の郵送

（8）33ページに記載の必要書類の提出

【注意】該当者のみ：在学校より追加の書類の提出指示

3

- 申込手続き完了 -

6
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第１希望：第一種第２希望：第二種

第１希望：第一種と第二種（併用）　第２希望：第一種

第１希望：第一種と第二種（併用）　第２希望：第一種　第３希望：第二種

第１希望：第一種と第二種（併用）　第２希望：第二種

第１希望：第一種と第二種（併用）　第２希望：第二種への変更

第１希望：第一種と第二種（併用）　第２希望：第一種への変更
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2  必要書類と提出先の確認

2

11

11
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申込に必要な書類はこの奨学金案内と同じ本学webサイトに掲載の
「申込書類確認票」を確認してください。

7-1～7-4は，申込時提出不要です。 
採用後の返還誓約書提出時に提出が必要な書類です。



　3　 入学時特別増額貸与奨学金を受けるための手続きの流れ
5

 5 （2）

入学時特別増額貸与奨学金の振込みまでには時間を要する場合があり
ます。

≪１≫　入学時特別増額貸与奨学金の貸与を受けるための要件と交付時期

≪２≫　入学時特別増額貸与奨学金の書類提出必要者（貸与額算定基準額が75,000円を超える人）
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収入を証明する書類の提出が必要です。

4  転職により収入が減少した場合
5

【転職後の収入を用いて審査を行う流れ】
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「退職」ではありませんので，注意してください。

アカンサスポータルのメッセージにて通知します。



転職後に減収した収入により、書面による再審査を希望する場合のスカラネット入力

転職しているが、減収していない場合

①

②

③

3

3 3

3
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度
制
金
学
奨
与
貸

等
順
手
込
申

再審査のための書面審査が必要となった場合の提出書類 

提出が必要となった場合は、学校から提出依頼があります。
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アカンサスポータルのメッセージにて通知します。



5  スカラネットによる申込み

（1）スカラネットの動作確認済み環境

（2）スカラネット入力に関する注意事項

（3）

（3）文字入力
　使用不可な文字
氏名は原則、住民票の記載どおりに入力してください。

　文字数の制限（本人氏名欄、生計維持者欄）
全角５文字 全角15文字

途中で切らずにフルネームを入力してください

在学校から指定された申込期限までに、
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■ スカラネットにアクセス ■ 識別番号入力

■ 学種・申込選択 ■ アカウント情報の登録

（4）スカラネット初回ログイン

39 2025 年度在学者用貸与奨学金案内（大学等）



（5）申込内容の入力

■ アカウント情報の登録（続き） ■ アカウント情報の登録（続き）

■ メインメニュー ■ 申込内容の入力
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■ 申込内容の確認・訂正 ■ 申込内容の送信

■ 受付番号の確認

■ メインメニューに再ログインすると

1234

5

1234
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6 マイナンバー提出等の手続き

選考に必要な情報をマイナンバーで取得できない生計維持者がいる場合

ア．国内に居住していない生計維持者がいる場合

イ．海外赴任等によりマイナンバーを提出できない場合
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（1）マイナンバー提出用サイトへのログイン

（2）必要情報の入力

■スカラネット「メインメニュー」画面にアクセス

「個人番号（マイナンバー）の提出等」ボタン

「個人番号（マイナンバー）の提出等」ボタン

マイナンバー提出等の手続きは、あなた
が行います。
マイナンバー提出用サイトでは、あなたと生計維持
者のマイナンバーを入力し、提出 それをし
てよいのは、奨学金を申し込むあなただけ

！

■ スカラネットで入力した情報の確認

「確認しました」

「確認しました」

■ マイナンバー提出可否の選択

「提出できます」

「提出できません」

「次へ」ボタン

原則として「提出できます」を選択して
ください。！
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■ 住民票住所の入力

「住所検索」ボタン

「申
込者本人と同じ住所を自動表示する」ボタン

「提出できません」

■ マイナンバーの提出

「個人番号を表示」
ボタン

「個人番号を表示」ボタン

「提出できません」

【マイナンバーを確認できる書類】

「次へ」ボタン

「次へ」ボタン

参考：一時保存

※入力したマイナンバーは「個人番号を表示」ボタンを
　押している間だけ表示される。
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■ 入力内容の確認及び送信

「個人番号を表示」ボタン
「～

を訂正する」ボタン

「送信」ボ
タン

「提出できません」
「送信」ボタン

「送信」
ボタン 「閉じる」ボタン

■ マイナンバー提出等の手続き完了
「送信」ボタン

■ 手続き完了後の「メインメニュー」画面表示

「個人番号（マ
イナンバー）の提出等」ボタン

「送信」ボタンを押す前に必ずご確認くだ
さい！
「送信」ボタン

あなたと生計維持者
のマイナンバーが逆に入力されていないか お手元の
書類の記載どおりに入力しているか

！

入力内容に誤りがあると、奨学金の選考が
遅れます！

「送信」ボタン

！
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（3）マイナンバーの再提出

「未提出（人物変更）」
前記（2） 「個人番号（マイナンバー）

の提出等」ボタン 「提出済（人物変更）」

■ 生計維持者を変更又は追加した場合

「未提出（要
再提出）」 前記（2） 「個
人番号（マイナンバー）の提出等」ボタン 「提出済（再提出）」

■ 提出したマイナンバーが誤っていた場合

マイナンバーの再提出が必要となった場合は、40ページで登録したあなたのメールアドレスに、メールでお
知らせします。スカラネット入力完了後も、登録したメールアドレスは削除しないようにご注意ください。

！
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第３部 緊急採用・応急採用

2本ページ

スカラネット入力完了日（申請日）時点で復職している場合は該当しません。復職している場合は、定期採用（一次、
二次）への申込みを検討してください。

（1）緊急採用・応急採用の家計急変事由

＜家計急変事由の説明＞

　1　 緊急採用・応急採用の概要 
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緊急採用・応急採用への申込を希望する場合は，以下の詳細を確認し，該当する場合に
学生支援係へ連絡してください。



第1部

（2）緊急採用・応急採用の募集
１） 貸与奨学金の種類

「入学時特別増額貸与奨学金【有利子】（一時金）」

「入学時特別増額貸与奨学金【有利子】（一時金）」

 

スカラネット入力完了日（申請日）時点で再就職、起業している場合は該当しません。再就職、起業している場合は、
定期採用（一次、二次）への申込みを検討してください。

1

1

1
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②
①

２） 申込期限

（3）緊急・応急採用の貸与期間

4

（4）緊急採用・応急採用の選考基準
１）緊急採用・応急採用の家計基準

①家計基準
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２）緊急採用・応急採用の学力基準

②貸与額算定基準額の算定方法
①

5

2
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２ 緊急採用・応急採用の申込手順等
（1）緊急採用・応急採用の申込みの流れ、申込手順

（2）緊急採用・応急採用の申込みに必要な書類

1
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収入に関する証明書類の注意点
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⚠
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1  採用決定

2  奨学生採用に係る書類の交付

第４部 奨学金の貸与開始～返還

3

出提の」書約誓還返「 3

期限までに提出しない場合は、採用を取り

消すとともに、振込済の奨学金の全額を速やかに返金していただくことになります。

●返還誓約書と同時に提出することが必要な書類

11 【人的保

証制度】（4）

（2）9

【給付奨学金、あるいは授業料等減免を受けながら第一種奨学金を併せて利用する場合】
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2026年1月上旬頃

2026年1月下旬以降

詳細は，2026年1月下旬頃，採否決定通知と併せて通知します。



　4　 奨学金貸与中の手続き・注意事項

（1）貸与を受けている間の注意事項

（2）適格認定

　手続きを怠った場合や、学業成績が不振等の場合は、奨学生の資格を失い、奨学金の貸与が打ち切られる場合があります。

（3）奨学生採用後に変更できる項目・変更できない項目

奨学生採用後に変更できる項目

11

11
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対象者にアカンサスポータルのメッセージにて通知します。



奨学生採用後に変更できない項目

（4）貸与の終了

　5　 貸与終了後の返還

（1）口座振替

（2）返還額の決定と返還開始

●返還額の決定に係る項目の掲載箇所

7 （1）

7 （2）

8

9 （1）

9 （2）

5 （6）

5 （7）
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（3）住所等に変更があった場合

（4）繰上返還を希望する場合

（5）返還完了のお知らせ
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（6）月賦返還の例
第一種奨学金

1
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第二種奨学金（４月から貸与を始める場合）
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（7）「奨学金貸与・返還シミュレーション」について

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/oyakudachi/document/simulation.html
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（8）返還が困難な場合の救済制度

（9）奨学金の返還を延滞した場合
延滞金の賦課

督促・請求

個人信用情報機関への登録

延滞が長期にわたった場合
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資料 　奨学金の返還を延滞した場合

奨学金の返還を延滞した場合

返還の督促

延滞の発生

人的保証の場合

支払督促申立

注
３

代位弁済請求

保証機関からの請求・督促 
注５ 仮執行宣言の申立

強 制 執 行強 制 執 行

一括返還請求
（支払督促申立予告）

機関保証の場合

機構からの一括返還請求

○　本人へ請求します。
○　連帯保証人・保証人へ通知します（人的保証に限る）。
○　機構が委託した債権回収会社等注１が電話による督促を
します。

○　「本人以外の連絡先」に本人の住所等を照会します
　　（機関保証に限る）。
　　　　　　　　　↓
○　返還に応じない場合は、機構が委託した債権回収会社注１

が、本人、連帯保証人及び保証人に対し奨学金の回収を
行います。

○　自宅・勤務先に訪問する場合があります。
○　延滞３か月以上の場合、個人信用情報機関注２への登録対
象となります。（詳細は21ページ参照）

○　

○　また、同時に支払督促申立の予告を行い
ます。

○　督促にもかかわらず返還に応じない場合は、
返還期限が到来していない分を含め、返
還未済額（元金、利子（第二種奨学金及び
入学時特別増額貸与奨学金）、延滞金）の全
額を請求します。「期限の利益の喪失」注４）

○　

○　代位弁済がなされた場合、（公財）日本国
際教育支援協会から、代位弁済額の一括
請求を行います。（求償権の行使）

○　民事訴訟法に基づき、裁判所に支払督促
の申立をします。

○　支払督促の申立をしてもなお返還に応じ
ない場合は、裁判所に仮執行宣言の申立
をします。

○　仮執行宣言の申立をしてもなお返還に応
じない場合は、強制執行の手続きを行い、
給与や財産を差し押さえます。

○　返済に応じない場合は、（公財）日本国際
教育支援協会が強制執行までの法的手続
きを行い、給与や財産を差し押さえます。

○　延滞金が賦課されます。

（連帯保証人・保証人を立てている場合）（保証料を支払っている場合）

（注１）　債権回収会社とは「債権管理回収業に関する特別措置法」に基づいて法務大臣から債権管理回収業の許可を受けた、
債権の管理回収を専門とする株式会社のことをいい、通称「サービサー」と呼ばれるものです。

（注２）　個人信用情報機関とは、会員（銀行等）から消費者の個人信用情報（消費者のローンやクレジットに関する情報で
ある契約内容、利用状況、返済状況など個人の経済的信用に関する情報）を収集・蓄積し、会員（銀行等）からの
照会に対し信用情報を提供する業務を行う機関です。

（注３）　支払督促申立以降に生じた手続費用は、本人の負担になります。

（注４）　期限の利益とは、期限の到来までは債務の履行を請求されないという債務者の利益のことをいいます。返還期日が到
来するまでは、その返還期日の割賦については請求されることはありません。ただし、期限の利益を喪失すると、返還
期日未到来分を含めて、元金・利子（第二種奨学金及び入学時特別増額貸与奨学金）・延滞金の全額を一括返還請求さ
れます。

（注５）　なお、特別な理由がある場合には、保証機関は、あなたの事情に応じて個別に対応することになります。

　　（64ページ参照）

き
続
手
的
法
た
し
通
を
所
判
裁機構から保証機関（（公財）日本国際教育支

援協会）に対し、返還未済額（元金、利
子（第二種奨学金及び入学時特別増額貸
与奨学金）、延滞金）の全額について請
求を行います。

督促にもかかわらず返還に応じない場合
は、返還期限が到来していない分を含
め、返還未済額（元金、利子（第二種奨
学金及び入学時特別増額貸与奨学金）、
延滞金）の全額を請求します。（「期限の
利益の喪失」注４）
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参考１　機関保証制度の保証料（目安）

（1）第一種奨学金
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（2）第二種奨学金
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（3）第二種奨学金と入学時特別増額貸与奨学金（30万円を選択した場合）

（2）
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参考２　機関保証制度の「保証委託約款」
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申込みに関するお問合せ先

０５７０-６６６-３０１
月曜日～金曜日 9:00～20:00（土・日・祝日・年末年始を除く）

日本学生支援機構奨学金相談センター
奨学金に関する一般的なお問合せの相談窓口です。

おぼえ書き

ホームページの便利なコンテンツ

学校から指定された申込期限等を記入して、提出もれなどのないようにしておきましょう。

スカラネット入力期限 インターネットによるマイナンバー提出等の手続き期限

申込ID（「奨学金確認書兼地方税同意書」に印刷されています）

でま時 　　）  　 （ 日　　　 月でま時 　　）  　 （ 日　　　 月

）  　 （ 日　　　 月

スカラネット入力完了時の受付番号

―

Z D 2 5

―

日本学生支援機構のホームページにおいて、随時情報を提供しています。奨学金に関するお問合せは、まずホームページをご覧ください。

自身の家計情報等を入力することで、受けられる
奨学金の種類や金額、学生生活を送るための収支を
試算できる便利なシミュレーションツールです。

地方公共団体や企業による奨学金返還支援
奨学金の返還額の一部又は全額を支援している地方公共団体・企業があります。詳しくは日本学生支援機構のホームページにて確認してください。

進学資金シミュレーター
貸与奨学金の種類、貸与月額、利率など
さまざまな条件で、将来の返還額や
返還回数の試算ができます。

奨学金貸与・返還シミュレーション

奨学金のよくある疑問や質問をチャット
ボット等で解決できるQ&Aサイトです。お電話
でのお問合せの前に、是非ご活用ください。

奨学金相談サイト
あなた個人の奨学金情報の閲覧や継続願等の
手続きを行うことができるシステムです。採用されたら
必ず新規登録してください。以前に奨学金の貸与を
受けた方は、返還明細を確認することもできます。

スカラネット・パーソナル（スカラPS）

地方公共団体による奨学金の
返還支援（地方創生）

企業による奨学金返還支援
（代理返還）

０５７０-001-３20
月曜日～金曜日 9:00～18:00（土・日・祝日・年末年始を除く）

マイナンバー提出専用コールセンター
インターネットからのマイナンバーの提出や「奨学金確認書兼地方税同
意書」の作成・提出に関するお問合せ先です。

奨学金https://www.jasso.go.jp 検 索

メールアドレス（初回ログイン時に登録したもの）

「奨学金確認書兼地方税同意書」を郵送した日（インターネットによるマイナンバー提出等の手続き完了後、１週間以内）

ナビダイヤル
全 国 共 通

ナビダイヤル
全 国 共 通

https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/ https://simulation.sas.jasso.go.jp/simulation/

https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/mypage/ https://www.shogakukinsupport.jp/

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/chihoshien/
sosei/seido/index.html

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/kigyoshien/
index.html


